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心臓血管外科 教授

福井大学医学部附属病院
看護部長

福井 伸哉

諏訪 万恵

Doctor's Hand

Very Human

26 Medical LANDSCAPE

福井厚生病院 院長

服部 昌和

12 Path of Pharmacy

福井赤十字病院 薬剤部
薬剤部 部長 薬剤部 課長薬剤部 課長

渋谷 貞一 大森　丈寺本 敏清



女
性
腫
瘍
診
断
や
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
手
術
。

福
井
か
ら
世
界
へ
。

23

FUKUI
SHINYA

octor’s and

FUKUI
SHINYA

福井の「心臓」を守る！
心臓血管外科医のパッション

2022 年 7 月、福井大学医学部附属病院に着任以来、福井伸哉教授は地域における心臓

血管外科医療の質とマンパワーの向上に力を注いでいる。

ハードな心臓血管外科を志す若手医師の増加に加え、地域の基幹病院との連携を深め、

緊急性の高い患者を県外に流出させない。

福井に残って一流の心臓血管外科医として活躍する、人材育成の一旦に迫った。
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手
術
や
症
例
数
を
倍
増

　

兵
庫
県
尼
崎
市
。
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
人
口
45
万
人
を
数
え
る
こ
の
ま
ち
に

は
、
急
性
期
の
総
合
病
院
や
公
立
病
院
、

専
門
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
が
集
中
す

る
。
大
学
病
院
が
あ
る
神
戸
市
や
大
阪
市

に
も
近
く
、
患
者
に
と
っ
て
は
受
け
た
い

医
療
が
身
近
に
受
け
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
。

　

福
井
伸
哉
教
授
は
、
福
井
大
学
医
学
部

附
属
病
院
に
着
任
す
る
以
前
、
尼
崎
市
内

の
と
あ
る
総
合
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
。

そ
の
病
院
は
、
が
ん
の
拠
点
病
院
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
循
環
器
系
の
疾
患
は
近

隣
の
同
規
模
病
院
に
比
べ
て
手
術
件
数
や

症
例
数
が
少
な
く
、
専
門
性
の
高
い
治
療

が
必
要
な
患
者
は
、
近
隣
の
大
き
な
病
院

に
流
れ
て
い
た
。

　

そ
の
病
院
の
「
心
臓
血
管
外
科
を
立
て

直
し
て
ほ
し
い
」
と
大
阪
大
学
か
ら
派
遣

さ
れ
た
。
着
任
１
年
目
か
ら
２
年
目
に
か

け
て
、
福
井
医
師
は
み
る
み
る
患
者
数
を

増
や
し
、
手
術
件
数
や
症
例
数
を
あ
っ
と

い
う
間
に
倍
増
さ
せ
た
。

　
「
世
の
中
が
コ
ロ
ナ
禍
の
頃
で
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
家
に
い
る
時
間
が
長
く
な

り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
利
用
が
進
ん
だ
ん
で
す
ね
。

着
任
し
て
す
ぐ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
民
講
座

と
か
、
開
業
医
の
先
生
向
け
の
講
演
と

か
、
製
薬
会
社
さ
ん
を
通
じ
て
こ
ま
め
に

発
信
し
た
ん
で
す
。
救
急
隊
に
24
時
間
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
と
プ
レ
ゼ
ン
し
た

り
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で
す

が
、
あ
る
時
か
ら
開
業
医
さ
ん
か
ら
の
紹

介
が
増
え
、
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

た
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
医
療

の
競
争
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
た
り
、
よ
り
良
い

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
患
者
さ
ん
自
身
が

前
向
き
な
ん
で
す
ね
。
市
民
の
健
康
意
識

が
高
い
の
も
あ
っ
て
、
患
者
さ
ん
や
手
術

件
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
」

　

メ
イ
ン
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
使
っ
た
情
報
発
信
だ
が
、
都
市
部
で
は

情
報
の
質
が
患
者
の
動
向
を
左
右
す
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

心
臓
血
管
外
科
の
分
野
に
お
け
る
福
井
医

師
の
手
術
実
績
や
症
例
数
の
多
さ
も
、
信

頼
を
勝
ち
取
る
に
は
十
分
だ
っ
た
。
そ
の

実
績
が
評
価
さ
れ
、
福
井
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
教
授
に
推
薦
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

心
臓
血
管
外
科
医
療
を
完
結

　

着
任
に
あ
た
っ
て
、
福
井
教
授
は
「
心

臓
血
管
外
科
の
手
術
件
数
を
増
や
し
、
県

内
の
心
臓
血
管
外
科
医
療
を
安
定
さ
せ
、

一
流
の
外
科
医
を
育
て
上
げ
る
」
こ
と
を

自
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
た
。
前
任
地

で
の
成
功
体
験
を
も
と
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
市

民
公
開
講
座
や
開
業
へ
の
情
報
発
信
な
ど

を
こ
ま
め
に
行
い
、
循
環
器
系
の
患
者
数

と
手
術
症
例
数
を
増
や
す
こ
と
に
情
熱
を

傾
け
る
。

　

と
こ
ろ
が
１
年
が
経
ち
、
２
年
が
経
過

し
て
も
、
患
者
数
は
多
少
増
え
て
も
、

思
っ
た
ほ
ど
の
成
果
に
繋
が
ら
な
い
。
何

が
違
う
の
か
？
着
任
か
ら
２
年
半
余
り
が

経
過
し
た
こ
ろ
、
福
井
教
授
は
一
つ
の
結

論
と
方
向
性
を
導
き
出
す
。

　
「
尼
崎
と
大
き
く
違
っ
た
の
は
、
地
域

事
情
と
県
民
性
で
す
。
福
井
県
は
市
内
に

あ
る
基
幹
病
院
と
地
域
の
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
の
連
携
が
昔
か
ら
長
く
維
持
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
関
係
は
容
易
に
は
崩
れ

ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
は
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
で
病
院

を
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
福
井
の
北

部
に
あ
る
当
院
は
市
内
の
病
院
よ
り
地
理

的
に
不
利
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
私
の

専
門
で
あ
る
心
臓
血
管
外
科
に
関
し
て

は
、
市
内
に
あ
る
医
療
施
設
と
連
携
し

て
、
福
井
県
内
で
心
臓
血
管
外
科
医
療
を

完
結
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
」

　

冠
動
脈
疾
患
や
大
動
脈
弁
狭
窄
症
、
低

侵
襲
僧
帽
弁
手
術
な
ど
心
臓
血
管
系
の
大

き
な
手
術
が
行
え
る
医
療
機
関
は
、
県
内

octor’s and
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で
は
福
井
循
環
器
病
院
、
福
井
県
立
病

院
、
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
３
施

設
し
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
３
つ
の
病
院

が
患
者
を
取
り
合
う
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
連
携
を
深
め
、
緊
急
患
者
な
ど
を
県
外

に
流
失
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
と
判
断

し
た
。

　
「
幸
い
福
井
循
環
器
病
院
は
、
私
の
出

身
大
学
で
あ
る
大
阪
大
学
か
ら
の
医
師
派

遣
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
県
立
病
院
は
同
じ

く
金
沢
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
２

つ
の
病
院
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
か
ら
の
医

師
派
遣
が
難
し
く
な
る
と
、
将
来
的
に
診

療
科
が
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
大
学
病
院

と
し
て
福
井
県
内
に
残
る
心
臓
血
管
外
科

医
を
一
人
で
も
多
く
育
て
、
供
給
で
き
る

体
制
を
つ
く
る
。
そ
れ
が
私
の
使
命
だ
と

考
え
、
入
局
者
を
増
や
す
こ
と
に
方
向
転

換
し
た
の
で
す
」

医
学
生
に
外
科
の
魅
力
を
発
信

　

外
科
志
望
の
医
師
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
今
、
福
井
県
内
で
一
流
の
心
臓
血
管
外

科
医
を
育
て
上
げ
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
福
井
教
授
が
着
任
し
た
当
時
、

「
医
局
員
は
47
歳
が
最
低
年
齢
で
、
入
局

者
も
少
な
か
っ
た
」　

そ
の
た
め
福
井
教

授
は
、
入
局
者
を
一
人
で
も
多
く
増
や
す

6

octor’s and

た
め
に
「
ま
ず
医
学
部
の
学
生
た
ち
に
外

科
医
や
手
術
の
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら

う
」
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
。

　

学
生
指
導
、
手
術
指
導
、w

et labo
、

ポ
リ
ク
リ
（
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
間
に

行
わ
れ
る
臨
床
実
習
）
中
の
患
者
診
察
の

直
接
指
導
。
で
き
る
だ
け
学
生
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
声
を
か
け
、
顔
や
名
前
を
覚
え
、

出
身
は
ど
こ
で
、
将
来
は
ど
ん
な
道
に
進

み
た
い
か
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
よ
う
に
し
た
。
医
学
生
た
ち
と
の
距

離
を
縮
め
、
外
科
や
手
術
に
対
し
て
興
味

や
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
。
医
局
内
に
お

い
て
も
、
心
臓
外
科
と
末
梢
血
管
外
科
を

棲
み
分
け
し
、
お
互
い
協
力
し
な
が
ら
運

営
す
る
よ
う
に
し
た
。
結
果
、
レ
ジ
デ
ン

ト
（
研
修
医
）
が
２
名
入
局
し
、
最
低
年

齢
も
26
歳
と
若
返
っ
た
。

　
「
入
局
後
は
、
県
立
病
院
、
福
井
循
環

器
病
院
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で

様
々
な
術
式
、
症
例
数
を
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
外

科
疾
患
に
関
し
て
は
、
福
井
市
内
は
福
井

循
環
器
病
院
と
県
立
病
院
、
三
国
、
芦

原
、
越
前
、
敦
賀
は
、
当
院
に
患
者
さ
ん

が
搬
送
さ
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

嶺
南
地
域
に
は
、
越
前
市
の
中
村
病
院
を

大
学
の
新
た
な
関
連
病
院
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
現
在
心
臓
血
管
外
科
の
医
局

員
が
１
名
常
勤
し
て
お
り
、
末
梢
血
管
の
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福井 伸哉 （ふくい しんや）

福井大学 学術研究院 医学系部門
器官制御医学講座 外科学（2）
心臓血管外科 教授

［略歴］
1998年	 大阪大学医学部医学科卒業	大阪大学第一外科研修医
1999年	 大阪警察病院	外科
2001年	 桜橋渡辺病院	心臓血管外科
2003年	 大阪大学医学部附属病院	心臓血管外科
2004年	 大阪大学大学院医学系研究科	未来医療開発	博士課程
2007年	 兵庫医科大学	心臓血管外科	助教
2016年	 大阪急性期総合医療センター	心臓血管外科	副部長
2020年	 関西労災病院	心臓血管外科	部長
2022年	 現職
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専
門
病
院
と
し
て
透
析
シ
ャ
ン
ト
、
静
脈

瘤
の
手
術
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

体
力
と
技
と
現
場
主
義

　

も
と
も
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
の
が
夢

だ
っ
た
福
井
教
授
は
、「
東
大
理
一
か
京

大
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
に
入
っ
て
将

来
は
ソ
ニ
ー
か
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
就
職
す

る
」
道
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
高
校
３

年
生
の
夏
休
み
、
祖
父
が
亡
く
な
る
直
前

に
入
院
し
て
い
た
病
院
の
担
当
医
が
高
校

の
先
輩
だ
っ
た
。
そ
の
人
か
ら
「（
祖
父

が
）
孫
も
医
師
に
な
る
と
い
っ
て
い
た
」

と
聞
か
さ
れ
た
の
が
縁
で
、
医
師
の
道
を

志
す
。

　

大
阪
大
学
附
属
病
院
の
研
修
医
時
代
に

は
、「
３
６
５
日
の
う
ち
３
４
０
日
は
病

院
に
泊
ま
っ
て
い
た
」
ほ
ど
、
伝
説
の
心

臓
外
科
医
と
し
て
極
め
て
ハ
ー
ド
な
日
々

を
送
っ
た
。
日
本
初
の
脳
死
心
臓
移
植
の

手
術
が
行
わ
れ
た
時
に
主
治
医
に
指
名
さ

れ
る
な
ど
、
数
多
く
の
経
験
と
実
績
を
積

ん
だ
人
で
も
あ
る
。
そ
の
福
井
教
授
が
、

心
臓
血
管
外
科
を
選
ん
だ
理
由
を
こ
う
打

ち
明
け
る
。

　
「
心
臓
は
固
定
臓
器
で
、
そ
の
場
所
か

ら
動
か
せ
ま
せ
ん
。
外
科
医
が
手
術
し
や

す
い
よ
う
に
一
旦
、
体
の
外
に
出
し
た
り

で
き
な
い
か
ら
こ
そ
高
い
技
術
が
求
め
ら

れ
る
。
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
る
か
ど
う

か
は
、
術
後
管
理
を
含
め
て
外
科
医
の
手

術
に
か
か
る
比
重
が
非
常
に
大
き
い
。
心

臓
の
機
能
を
き
ち
ん
と
制
御
で
き
る
か
ど

う
か
、
す
べ
て
は
外
科
医
の
手
技
で
き
ま

る
の
で
す
」

　

安
全
、
安
心
な
手
術
に
命
を
か
け
、
と

こ
と
ん
技
術
を
磨
く
。
同
時
に
、
長
時
間

の
手
術
を
乗
り
越
え
る
体
力
と
集
中
力
も

求
め
ら
れ
る
。
医
師
の
働
き
方
改
革
が
叫

ば
れ
、
過
重
労
働
が
見
直
さ
れ
る
中
、
福

井
教
授
は
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
に

ど
ん
な
こ
と
を
期
待
す
る
か
？

　
「
今
の
人
た
ち
は
ス
マ
ー
ト
で
優
秀
で
、

身
な
り
も
き
ち
ん
と
し
て
い
て
我
々
の
若

い
こ
ろ
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
仕

方
が
な
い
で
す
が
、
心
臓
血
管
外
科
医
は

あ
る
意
味
、
体
力
勝
負
。
仕
事
を
淡
々
と

こ
な
す
だ
け
で
は
医
学
生
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
手
術
は
も
ち
ろ
ん
、

術
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
行
き
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

に
足
を
運
び
、
モ
ニ
タ
ー
の
数
字
や
デ
ー

タ
に
異
変
が
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
手
足

や
体
に
触
れ
て
、
話
し
か
け
て
み
る
。
数

字
や
デ
ー
タ
だ
け
を
鵜
呑
み
に
し
て
原
因

を
探
ろ
う
と
し
て
も
、
根
本
的
な
問
題
に

は
近
づ
け
ま
せ
ん
。
何
が
起
き
て
、
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
の
か
。
本
当
の
原
因
は
、
患

者
さ
ん
に
触
れ
て
、
会
話
し
て
、
様
子
や

情
報
を
探
っ
て
み
な
い
こ
と
に
は
辿
り
着

け
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち
に
は
是

非
、
挑
戦
欲
や
競
争
意
識
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

福
井
の
心
臓
を
守
る
。
一
流
の
心
臓
血

管
外
科
医
を
育
成
す
る
福
井
教
授
の
挑
戦

は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

octor’s and
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薬のスペシャリストたち
　　　百年の変革に臨む。

福井赤十字病院薬剤部

多
様
な
業
務
を
こ
な
す

多
才
な
薬
剤
部

　

福
井
赤
十
字
病
院
は
病
床
数
５
２
９

床
、
県
内
３
位
の
病
床
数
を
誇
る
地
域

医
療
支
援
病
院
で
あ
り
、
２
０
２
５
年

に
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
薬

剤
部
は
、
病
院
設
立
と
同
時
に
開
設
さ

れ
た
歴
史
を
有
す
る
。
現
在
の
人
員
は

31
名
、
調
剤
課
・
製
剤
課
・
医
薬
品
情

報
課
か
ら
成
る
。
主
な
業
務
は
調
剤
・

製
剤
・
注
射
調
剤
・
無
菌
調
製
・
抗
が

ん
剤
調
製
・
医
薬
品
情
報
・
病
棟
業
務
・

チ
ー
ム
医
療
・
医
薬
品
管
理
・
医
療
安

全
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
２
０
２
４
年

５
月
現
在
、
外
来
処
方
箋
枚
数
一
日

平
均
５
３
７
枚
、
入
院
処
方
箋
枚
数

２
５
０
枚
に
上
る
。

　

こ
う
し
た
膨
大
な
業
務
支
援
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
、
注
射
薬
自
動
払

出
シ
ス
テ
ム
、
全
自
動
錠
剤
分
包
機
、

散
薬
調
剤
ロ
ボ
ッ
ト
、
一
包
化
錠
剤
仕

分
け
装
置
、
一
包
化
監
査
シ
ス
テ
ム
、

調
剤
鑑
査
シ
ス
テ
ム
、
抗
が
ん
薬
調
整

支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
積
極
的
に
導
入

し
安
全
性
の
向
上
、
業
務
の
合
理
化
を

図
っ
て
い
る
。

　
「
薬
剤
師
の
業
務
は
、
患
者
さ
ん
を

中
心
と
す
る
対
人
業
務
に
大
き
く
シ
フ

ト
し
て
い
ま
す
。
当
院
薬
剤
部
で
は『
専

門
的
な
知
識
に
基
づ
い
た
わ
か
り
や
す

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
を
目
標
に

掲
げ
、
患
者
さ
ん
が
安
心
・
安
全
、
効

果
的
に
お
薬
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
」　

渋
谷
貞
一
薬

剤
部
長
は
こ
う
語
る
。

　

病
院
薬
剤
師
は
、
調
剤
や
薬
剤
の
説

明
を
行
う
医
療
者
、
と
い
う
の
が
一
般

的
な
見
方
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
は
、

病
院
内
の
様
々
な
場
面
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
チ
ー
ム
医
療
で
薬
剤
師
は
活
躍
す

る
。
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
は
、
輸

液
や
薬
剤
の
選
択
、
経
口
・
経
鼻
・
胃

ろ
う
・
点
滴
な
ど
適
切
な
栄
養
摂
取

方
法
を
提
案
す
る
。
糖
尿
病
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
で
は
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導

士
の
資
格
を
持
つ
薬
剤
師
が
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
で
の
服
薬
指
導
、
ま
た
、
糖
尿
病

の
薬
物
療
法
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
。

が
ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
は
医
師
と

協
働
し
、
レ
ジ
メ
ン
（
治
療
計
画
）
の

作
成
と
管
理
に
携
わ
る
。
レ
ジ
メ
ン
に

は
、
抗
が
ん
剤
や
輸
液
、
副
作
用
を
抑
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え
る
支
持
療
法
な
ど
の
投
与
に
つ
い

て
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
感
染
制
御

チ
ー
ム
で
は
、
感
染
制
御
認
定
薬
剤
師

や
抗
菌
化
学
療
法
認
定
薬
剤
師
が
感
染

症
治
療
に
関
わ
る
。
こ
の
ほ
か
、
緩
和

ケ
ア
チ
ー
ム
、
摂
食
・
嚥
下
支
援
チ
ー

ム
、
褥
瘡
チ
ー
ム
な
ど
に
も
薬
剤
師
が

参
画
す
る
。

医
療
の
質
を
高
め
る
専
門
性

　

福
井
赤
十
字
病
院
の
感
染
管
理
室
に

は
、
抗
菌
化
学
療
法
認
定
薬
剤
師
の
寺

本
敏
清
課
長
が
専
任
と
し
て
全
日
勤
務

し
て
い
る
。
ま
た
、
他
２
名
の
薬
剤
師

も
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。
一
般
に
、

多
く
の
病
院
に
お
い
て
、
薬
剤
師
が
感

染
対
策
チ
ー
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
や
抗
菌
薬

適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
）
と

し
て
感
染
管
理
や
抗
菌
薬
適
正
使
用
に

関
わ
る
時
間
は
、
半
日
あ
る
い
は
数
時

間
程
度
。
感
染
症
治
療
に
お
け
る
薬
剤

師
の
全
日
勤
務
は
、
発
症
早
期
で
の
Ａ

Ｓ
Ｔ
の
関
与
を
可
能
に
し
、
治
療
に
お

け
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
こ
の
点
は
、

福
井
赤
十
字
病
院
薬
剤
部
の
第
一
の
特

長
と
い
え
よ
う
。

　

細
菌
感
染
症
の
治
療
に
お
け
る
抗
菌

薬
の
使
用
は
、
最
も
効
果
的
な
薬
を
選

択
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
・
量
・
ル
ー

ト
・
期
間
で
投
与
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
同
時
に
、
薬
剤
耐
性
菌
の
出
現

や
抗
菌
薬
の
副
作
用
を
早
期
に
察
知
し

対
応
す
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
。

　
「
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
駆
使

し
、
抗
菌
薬
治
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
う
こ
と
が
、
私
の
使
命
と
考
え
て
い

ま
す
。
抗
菌
薬
に
よ
る
相
互
作
用
や
副

作
用
、
そ
し
て
感
染
症
発
症
に
伴
う
治

療
期
間
の
延
長
を
、
で
き
る
限
り
回
避

で
き
る
よ
う
日
々
努
め
て
い
ま
す
」
と

寺
本
課
長
。

　

実
際
、
最
近
の
成
果
が
あ
る
。
感
染

性
心
内
膜
炎
（
Ｉ
Ｅ
）
は
、
心
臓
の
内

膜
や
弁
膜
な
ど
に
疣
腫
（
細
菌
の
塊
）

を
形
成
し
菌
血
症
、
血
管
塞
栓
、
弁
障

害
、
心
障
害
な
ど
の
多
彩
な
臨
床
症
状

を
呈
す
る
全
身
性
敗
血
症
性
疾
患
と
言

わ
れ
て
い
る
。
原
因
菌
と
し
て
は
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
や
連
鎖
球
菌
に
よ
る
発
症

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
早
期
の
診

断
、
治
療
開
始
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
特
に
脳
梗
塞
を
合
併
す
る
疾
患

に
対
し
て
の
薬
物
治
療
は
難
航
す
る
場

合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
寺
本
課

長
ら
Ａ
Ｓ
Ｔ
が
関
与
し
た
の
は
、
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
感
染
性
心
内
膜
炎

の
症
例
で
あ
る
。
原
発
巣
不
明
で
診
断

に
苦
慮
さ
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
も
抗
菌
薬

の
選
択
に
難
渋
し
た
。
臨
床
症
状
、
各

種
検
査
結
果
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
も
検
討

し
、territory

外
と
は
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（Infection Control 

D
ocotor

）
か
ら
Ｉ
Ｅ
の
可
能
性
に
つ

い
て
打
診
し
た
。

　

そ
の
後
循
環
器
内
科
で
合
併
症
を
伴

う
Ｉ
Ｅ
の
診
断
（
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に

よ
る
Ｉ
Ｅ
と
脳
梗
塞
の
合
併
症
）
が
つ

け
ら
れ
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
決

定
的
な
抗
菌
薬
選
択
の
記
載
が
な
い
た

め
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
十
分
に
検
討
し
抗
菌
薬

の
提
案
を
行
っ
た
。
患
者
は
手
術
治
療

と
抗
菌
薬
療
法
を
経
て
、
経
過
か
ら
心

配
さ
れ
た
ほ
ど
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下
も
な
く

退
院
が
出
来
た
と
い
う
。

災
害
救
護
へ
の
注
力

　

福
井
赤
十
字
病
院
薬
剤
部
の
第
二

の
特
長
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
根
幹
事

業
で
あ
る
災
害
救
護
に
、
福
井
赤
十
字

病
院
薬
剤
部
が
尽
力
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
院
内
の

常
備
救
護
班
全
８
班
に
薬
剤
師
を
配
置

し
、
こ
れ
ら
の
支
援
チ
ー
ム
が
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
る
際
に
は
薬
剤
師
が
同
行

す
る
。

　

災
害
教
育
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
部
員

は
、
院
内
で
行
わ
れ
る
救
護
班
員
研
修

に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
薬
剤
部

内
で
も
教
育
の
場
を
設
け
、
平
時
か
ら

災
害
時
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
す
る
。

ま
た
、
被
災
地
か
ら
帰
っ
た
薬
剤
師
が

報
告
会
を
行
う
こ
と
で
、
次
に
派
遣
さ

れ
る
薬
剤
師
に
は
助
言
と
な
り
、
若
手

薬
剤
師
に
は
、
い
つ
か
自
分
も
被
災
地

へ
、
と
い
う
当
事
者
性
を
感
じ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
日

本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
で
日
本
臨
床
救
急
医

学
会
救
急
認
定
薬
剤
師
の
大
森
丈
課
長

は
被
災
地
で
活
動
す
る
薬
剤
師
の
後
方

支
援
を
担
っ
た
。
救
護
班
と
し
て
派
遣

が
決
ま
っ
た
薬
剤
師
に
現
地
で
の
活
動

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
声
を
か
け
た
。

　
「
被
災
地
の
救
護
活
動
で
は
、
支
援

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
で
き
る
こ
と

Pa t h  o f  P h a r m a c yFukui Red Cross Hospital

薬剤部 部長 渋谷貞一

薬剤部 課長 寺本敏清

薬剤部 課長 大森 丈
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は
何
で
も
や
る
と
い
う
の
が
基
本
。
そ

の
上
で
、
お
の
お
の
の
専
門
を
担
当
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
持
病
が
あ
り
、
自
宅
が
崩
壊
し

て
薬
を
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
人

が
い
れ
ば
、
詳
し
く
状
況
を
聞
き
、
医

師
が
処
方
箋
を
書
き
、
私
た
ち
薬
剤

師
が
調
剤
し
ま
す
。
ま
た
、
医
師
が
専

門
外
の
疾
患
に
対
す
る
処
方
を
す
る
際

や
、
普
段
服
用
し
て
い
た
薬
が
分
か
ら

な
い
時
に
は
、
薬
剤
の
選
択
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
ま
す
」

充
実
し
た
就
労
支
援
と
教
育
体
制

　

同
院
薬
剤
部
の
さ
ら
な
る
特
長
は
、

人
材
の
確
保
と
育
成
に
あ
る
。
福
井
県

は
現
在
、
薬
剤
師
が
不
足
し
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
福
井
県

は
将
来
に
わ
た
っ
て
も
薬
剤
師
不
足
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

原
因
に
は
、
県
内
に
薬
学
部
が
な
く
、

薬
剤
師
に
な
る
に
は
県
外
に
進
学
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
、
ま
た
、
薬
学
部
は

６
年
制
で
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
近
年
、
実
務
実
習
を
通
じ
、
病
院

業
務
を
経
験
す
る
こ
と
で
病
院
勤
務
に

魅
力
を
感
じ
て
く
れ
る
学
生
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
経
済
面
か
ら

病
院
薬
剤
師
を
断
念
し
て
し
ま
う
こ
と

を
、
私
は
辛
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
当

院
で
は
今
年
度
か
ら
、
薬
剤
師
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
を
開
始
し
、
就
労

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」
と
渋

谷
薬
剤
部
長
。
同
院
に
常
勤
す
る
薬

剤
師
を
対
象
に
、
年
間
60
万
円
、
最
大

３
６
０
万
円
、
最
長
10
年
間
の
援
助
を

行
う
。

　

新
人
教
育
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア

ラ
ダ
ー
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
個
々

の
能
力
に
合
わ
せ
、
目
標
に
向
け
て
段

階
的
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
指
導
法

だ
。
今
年
度
か
ら
は
メ
ン
タ
ー
制
度
も

導
入
す
る
。
指
導
を
行
う
メ
ン
タ
ー（
先

輩
職
員
）
が
指
導
を
受
け
る
メ
ン
テ
ィ

（
新
人
職
員
）
に
対
し
、
実
務
上
だ
け

で
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
メ
ン
タ
ル

面
ま
で
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　
「
メ
ン
タ
ー
は
、
新
人
の
悩
み
や
迷

い
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
年

齢
的
に
近
い
ほ
う
が
話
し
や
す
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
入
職
３
、４
年
目

の
薬
剤
師
が
メ
ン
タ
ー
を
務
め
ま
す
」

不
変
の
信
念
、
進
化
す
る
業
務

　

福
井
赤
十
字
病
院
で
は
今
年
10
月
15

日
よ
り
院
外
処
方
に
全
面
移
行
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
初
診
の
患
者
に
「
院
外
処

方
、
院
内
処
方
」
の
希
望
を
聞
く
と
、

大
半
は
院
内
処
方
を
希
望
さ
れ
た
た

め
、
院
外
処
方
箋
発
行
率
は
、
わ
ず
か

約
５
％
。
薬
剤
部
の
労
力
は
調
剤
に
集

中
し
、
こ
れ
が
渋
谷
薬
剤
部
長
ら
を
悩

ま
せ
て
き
た
。

　
「
院
外
処
方
に
移
行
後
は
、
当
院
薬

剤
部
は
、
病
棟
業
務
に
人
員
と
時
間
を

増
や
し
業
務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
退

院
後
も
安
全
に
薬
物
治
療
が
継
続
で
き

る
よ
う
退
院
時
指
導
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
、
院
外
の
保
険
薬
局
と
情
報
共
有

で
き
る
よ
う
に
業
務
を
拡
充
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
保
険
薬
局
で
は
、
患
者
さ

ん
へ
の
薬
剤
の
説
明
指
導
、
他
院
の
薬

剤
と
の
飲
み
合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

が
行
わ
れ
、
当
院
と
保
険
薬
局
で
密
な

連
携
を
図
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
服

薬
状
況
が
共
有
さ
れ
薬
物
治
療
へ
の
更

な
る
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
薬
剤
師
外
来
も
検
討
し
て

い
ま
す
」

　

薬
剤
師
外
来
で
は
、
病
院
薬
剤
師
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
外

来
患
者
に
対
し
て
、
医
師
の
診
察
前
に

薬
剤
師
が
面
談
を
行
い
、
服
薬
状
況
や

副
作
用
の
有
無
を
確
認
す
る
。
面
談
を

す
る
こ
と
で
医
師
へ
事
前
に
処
方
の
整

理
・
提
案
が
で
き
、
患
者
へ
の
指
導
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
外
来
診
療
の
質

を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
。
特
に
抗
が
ん
剤

治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
は
、
副
作

用
が
出
現
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
治
療
に

不
安
を
感
じ
る
方
が
多
い
た
め
、
薬
剤

師
外
来
に
よ
る
副
作
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
抗
が
ん
剤
治
療
の
説
明
を
行
う
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
は
安
心
し
て
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

院
外
処
方
へ
の
完
全
移
行
に
つ
い
て

は
、
大
森
課
長
の
期
待
も
大
き
い
。

　
「
薬
学
部
在
籍
中
は
病
棟
業
務
を
頑

張
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
た
指
導
を
受

け
る
の
に
、『
入
職
し
た
ら
調
剤
ば
か

り
』
で
は
、
落
胆
さ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。
病
棟
業
務
で
は
、
患
者
さ
ん
と
の

関
わ
り
は
緊
密
に
な
り
、
医
師
や
看
護

師
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
頼
ら
れ

る
。
医
療
者
と
し
て
の
や
り
が
い
を
実

感
で
き
ま
す
。
自
分
が
若
手
だ
っ
た
時

期
、
病
棟
に
関
わ
る
時
間
が
あ
ま
り
取

れ
ず
、
も
ど
か
し
い
思
い
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
若
い
薬
剤
部
員

は
病
棟
の
患
者
さ
ん
た
ち
と
大
い
に
接

し
て
、
充
実
感
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

　

渋
谷
薬
剤
部
長
は
、
薬
剤
師
を
目
指

す
若
人
、
ま
た
、
同
院
薬
剤
部
員
に
こ

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
。

　
「
薬
剤
師
は
『
薬
』
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
生
命
と
健
康
な
生
活
を
守

る
。
病
院
薬
剤
師
は
、
調
剤
だ
け
で
な

く
、
薬
の
専
門
知
識
を
活
か
し
て
医
師
、

看
護
師
を
始
め
と
す
る
様
々
な
職
種
の

人
た
ち
と
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
に
向
き

合
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
思

考
力
、
行
動
力
、
共
感
力
、
そ
し
て
誠

実
さ
、
全
て
大
切
な
要
素
で
す
。
こ
れ

ら
を
も
と
に
、
生
命
と
真
摯
に
対
峙
す

る
と
い
う
強
い
責
任
感
を
持
ち
、
患
者

さ
ん
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
信
頼
さ
れ

る
薬
剤
師
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」、

「
院
外
処
方
へ
の
移
行
に
伴
い
、
薬
剤

部
の
業
務
は
変
化
し
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
が
安
全
に
効
果
的
に
薬
を
使
う
こ
と

を
第
一
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
薬
剤
部
の
目
標
を
共
有
し
、

向
上
心
を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
患
者
さ
ん
の
微
笑
み

を
支
え
、
私
た
ち
も
微
笑
め
る
職
場
づ

く
り
を
目
指
し
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」

　

患
者
の
た
め
、
と
い
う
一
心
は
変
わ

る
こ
と
な
く
。
10
月
15
日
、
福
井
赤
十

字
病
院
薬
剤
部
の
変
革
は
始
ま
る
。
そ

の
脈
動
が
す
で
に
聞
こ
え
て
い
る
。

Pa t h  o f  P h a r m a c yFukui Red Cross Hospital

薬剤師 募集要項（令和 7 年 4 月採用）

■ 募集人員
	 薬剤師　若干名

■ 応募資格
	 令和 7年 3月に 6年制大学を
	 卒業見込みで資格取得見込みの方
	 又は薬剤師有資格者



想
い
を
伝
え
る
、

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

変わりゆく時代に
新しい医療を

この度、第4号を発刊することができました。

取材に協力していただきました医療者の方・

協賛して頂きました企業様におかれましては

心より感謝申し上げます。

今後とも末永くご支援の程よろしくお願い申し上げます。

これからもわたしたちは、はたらく医療者の姿を、

地域の医療界全体へ発信してまいります。

私たちは「医療情報誌 neo」の活動に

ご賛同いただけるスポンサーを募っています。

協賛社
募集
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最
重
要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
材
育
成

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
福

井
県
に
お
け
る
高
度
急
性
期
医
療
・
先

端
医
療
を
担
い
、
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
、
県
内
唯
一

の
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
。
医
師
を
始

め
と
す
る
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
病
院

機
能
を
支
え
る
の
が
看
護
師
た
ち
で
あ

り
、
２
０
２
４
年
４
月
、
諏
訪
万
恵
氏

が
看
護
部
長
に
就
く
。

　
「
副
看
護
部
長
に
な
っ
た
時
、
最
初

の
１
年
は
、
自
分
自
身
に
与
え
ら
れ
た

役
割
を
果
た
す
事
で
精
一
杯
で
し
た
。

翌
年
よ
り
私
が
担
当
し
た
の
は
主
に
人

材
教
育
で
し
た
が
、
自
分
が
キ
ャ
リ
ア

を
積
む
う
ち
、
人
材
育
成
の
重
要
性
を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
業
務
担
当
副
看
護
部
長
と
な
っ
た
昨

年
は
、
教
育
担
当
と
し
て
研
修
内
容
を

追
加
修
正
し
再
構
築
し
て
き
た
こ
と

が
、
現
場
で
効
果
的
・
効
率
的
に
活
か

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
教
育
と
看
護
実
践
が

連
動
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

看
護
部
長
に
な
り
、
教
育
で
習
得
さ
れ

た
知
識
や
技
術
を
看
護
実
践
の
場
面
で

根
拠
を
持
っ
て
実
施
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
、
そ
し
て
、
実
践
し
た
看
護
と

自
身
を
振
り
返
り
、
次
の
患
者
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
、
看
護
部
長
に
な

り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」

　

看
護
部
の
理
念
は
、「
そ
の
人
ら
し

さ
を
尊
重
し
た
最
適
な
看
護
」　

看
護

師
は
、
患
者
や
そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ

た
看
護
を
実
践
し
、
診
療
と
日
常
生
活

の
両
方
に
気
を
配
り
、
そ
の
人
ら
し
い

健
康
的
な
生
活
の
回
復
に
向
け
て
支
援

す
る
。
諏
訪
看
護
部
長
は
、
そ
ん
な
看

護
師
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　

看
護
部
で
は
２
０
２
１
年
度
、
五
十

嵐
前
看
護
部
長
か
ら
看
護
部
理
念
と
目

標
を
変
更
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
、

看
護
師
長
全
員
で
時
間
を
か
け
て
決

定
。
当
時
の
諏
訪
氏
は
教
育
担
当
の
副

看
護
部
長
で
あ
り
、
理
念
や
目
標
の
改

定
を
契
機
に
、
看
護
部
に
お
け
る
人
材

育
成
も
検
討
す
る
こ
と
に
。
時
代
の
変

化
と
と
も
に
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
像
が
変

化
し
、
現
状
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
目
指
す
べ
き
看
護
職
員
像
・

Ver y Human
福井大学医学部附属病院

看護も看護師も
　「その人らしさ」を尊重したい。

Profile
1988年3月 福井県立短期大学　第一看護学科卒業　看護師免許取得
1988年4月 福井医科大学医学部附属病院　就職
 整形外科病棟、手術部勤務
2002年4月～ 福井大学医学部附属病院　副看護師長
 （手術部、産科婦人科・耳鼻咽喉科科・泌尿器科混合病棟）
2013年4月～ 福井大学医学部附属病院　看護師長
 （手術部・滅菌管理部、循環器センタ－）
2017年7月 認定看護管理者資格取得
2019年4月～ 福井大学医学部附属病院　副看護部長
2020年3月 福井大学大学院医学系研究科看護学専攻修士課程卒業
2024年4月～ 福井大学医学部附属病院　看護部長　現在に至る

看護部長

諏 訪 万 恵
Kazue Suwa
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University of Fukui Hospital
Original method of 

providing nursing care

P N S
Partnership
Nursing
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教
育
目
標
・
教
育
方
針
が
改
定
さ
れ
、

教
育
委
員
会
で
の
研
修
目
標
や
研
修
内

容
も
見
直
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
看
護
部

の
弱
み
と
な
っ
て
い
た
、
看
護
師
一
人

ひ
と
り
の
自
立
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ

た
。

看
護
部
の
弱
点
克
服
に
努
め
る

　

諏
訪
看
護
部
長
は
言
う
。

　
「
看
護
師
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト
力
を
養
う
過
程
で
何
が
不
足
し

て
い
た
の
か
、
自
身
を
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
し
、
次
に
繋
げ
て
い
く
能
力
を
身
に

付
け
て
い
く
。
そ
し
て
、
ど
う
し
た
ら

キ
ャ
リ
ア
を
身
に
着
け
ら
れ
る
の
か

を
考
え
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ー
ト
を
看
護
師
長
が

ス
タ
ッ
フ
面
談
で
活
用
す
る
こ
と
で
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
看
護
部

で
は
看
護
師
一
人
ひ
と
り
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
や
り
が
い
が
持

て
る
よ
う
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
人

と
し
て
の
成
長
、
そ
し
て
看
護
師
と
し

て
の
成
長
が
仕
事
の
や
り
が
い
と
な
る

よ
う
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
」

　

看
護
師
の
教
育
は
段
階
的
に
行
わ
れ

る
。
ま
ず
、
新
人
看
護
師
に
は
、
集
合

研
修
に
よ
る
看
護
技
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
実
施

し
、「
科
学
的
根
拠
の
あ
る
看
護
ケ
ア
」

を
実
践
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
２

～
３
年
目
の
看
護
師
に
は
、
看
護
だ
け

で
な
く
、
自
己
を
振
り
返
っ
て
看
護
実

践
に
繋
げ
る
教
育
や
、
退
院
を
見
据
え

た
看
護
過
程
を
展
開
で
き
る
ス
キ
ル
を

取
得
で
き
る
よ
う
教
育
す
る
。
４
年
目

以
降
も
、
役
割
研
修
な
ど
が
あ
り
、
一

人
前
の
看
護
師
を
目
指
し
、
継
続
的
な

教
育
支
援
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
な
ど
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
、
認
定
・
専
門
看
護

師
の
資
格
取
得
、
大
学
院
進
学
な
ど
、

看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
が
選
択
す
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
や
成
長

を
促
し
て
い
る
。

こ
こ
が
ス
ゴ
イ
！

Ｐ
Ｎ
Ｓ
と
職
場
環
境
充
実

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部

の
強
み
は
、
独
自
に
開
発
し
た
看
護
提

供
方
式 Partnership N

ursing System
 

（
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
だ
。

　

Ｐ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
看
護
師
が
安
全
で
質

の
高
い
看
護
を
共
に
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
対
等
な
立
場
で
、
互
い
の
特

性
を
活
か
し
、
日
々
の
検
温
、
処
置
、

ケ
ア
、
記
録
を
実
践
す
る
。
ま
た
、
委

員
会
活
動
、
病
棟
内
の
係
の
仕
事
な

ど
、
１
年
間
を
通
じ
て
活
動
し
、
そ
の

成
果
と
責
任
を
共
有
す
る
看
護
体
制
で

あ
る
。
日
々
の
ペ
ア
で
は
、
患
者
の
観

察
点
や
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
、
患
者
を
支

援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
な
ど
看
護
実
践
と
臨
床
判
断
の
ス
キ

ル
、
経
験
知
や
暗
黙
知
を
先
輩
看
護
師

か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

患
者
に
寄
り
添
っ
た
看
護
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
ペ
ア
間
で
互
い
の
思
考
を
共

有
し
、
看
護
実
践
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
Ｐ
Ｎ
Ｓ
は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て

い
る
。

　

も
う
一
つ
の
強
み
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
で
あ
る
。
少
子
化
社
会
に
お
け

る
労
働
人
口
減
少
の
煽
り
を
受
け
、
人

材
確
保
に
難
渋
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

福
井
県
の
出
生
率
は
、
１
・
４
６
人 

全

国
６
位
。
ま
た
、
共
働
き
の
多
い
県
で

も
あ
る
。

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部

に
は
、
今
年
６
月
１
日
現
在
、
産
休
・

育
休
者
79
名
。
育
児
部
分
休
業
取
得
者

は
１
４
４
人
で
、
育
児
を
し
な
が
ら
働

く
ス
タ
ッ
フ
が
看
護
師
全
体
の
約
２
割

を
占
め
る
。
育
児
部
分
休
業
は
福
井
大

学
全
体
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
小
学
３

学
年
ま
で
の
子
を
養
育
中
の
職
員
は
、

１
日
２
時
間
以
内
で
勤
務
時
間
を
短
縮

で
き
る
制
度
。
取
り
方
は
15
分
刻
み
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

育
児
部
分
休
業
取
得
者
も
、
そ
う
で

な
い
者
も
お
互
い
が
協
力
し
合
っ
て
業

務
を
遂
行
し
、
お
互
い
が
感
謝
す
る
気

持
ち
を
忘
れ
ず
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
育
児
部
分
休
業
取
得
者
が
増
え
始

め
た
こ
ろ
、
も
う
帰
る
の
？
と
い
っ
た
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
看
護
師
の
不
満
が

噴
出
し
ま
し
た
。
で
も
、『
お
互
い
さ
ま
」

の
心
を
持
つ
こ
と
、
Ｐ
Ｎ
Ｓ
で
は
対
等

な
立
場
で
相
手
を
慮
る
気
持
ち
を
持
ち

帰
宅
時
間
に
な
っ
た
ら
声
を
か
け
る
。

そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
『
組
織
風
土
』

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
子
育
て
を
し

な
が
ら
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
子
育
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紺
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
変
更
。
定
時

終
了
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
本

来
の
勤
務
時
間
帯
な
の
か
、
残
業
し
て

い
る
の
か
」
が
周
囲
か
ら
分
か
る
よ
う

に
し
た
。
そ
の
結
果
、
時
間
外
に
用
事

を
任
さ
れ
る
こ
と
が
減
っ
た
と
い
う
。

　
「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
基
本
は
、

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
よ

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

を
見
逃
さ
ず
対
応
す
る
な
ど
、
人
間
関

係
を
良
く
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
前
看
護
部
長
時
代
、「
１ 

ｏ
ｎ 

１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
、
看
護

師
長
に
向
け
て
開
始
し
ま
し
た
。
看
護

部
長
が
師
長
た
ち
の
思
い
を
丹
念
に
聴

き
、
主
体
的
な
行
動
に
結
び
つ
け
、
メ

ン
バ
ー
の
成
長
を
支
援
し
て
い
く
も
の

で
す
。
私
が
看
護
部
長
に
な
り
、
話
を

聴
い
て
も
ら
う
立
場
か
ら
、
話
を
聴
く

側
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

率
直
な
思
い
を
聴
く
か
コ
ー
チ
ン
グ
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
同
じ
悩
み

を
抱
え
て
い
る
看
護
師
長
さ
ん
が
い
る

こ
と
に
気
付
き
、
同
じ
思
い
を
し
て
い

る
者
同
士
を
繋
ぐ
こ
と
も
私
の
役
目
で

あ
り
、
職
場
の
問
題
解
決
に
繋
が
る
と

よ
い
と
思
い
実
践
し
て
い
ま
す
」

手
術
室
で
の
貴
重
な
学
び
。

ス
タ
ッ
フ
へ
の
支
援

　

諏
訪
看
護
部
長
が
看
護
師
の
道
を
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
高
生
の
時

期
。

　
「
母
と
姉
が
自
宅
で
祖
父
を
介
護
し
、

最
期
は
家
族
で
看
取
り
ま
し
た
。
当
時
、

私
に
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
家
族
の
絆
の
強
さ
、
人

の
死
と
向
き
合
う
こ
と
、
そ
し
て
看
護

や
介
護
の
尊
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

　

諏
訪
看
護
部
長
は
福
井
大
学
医
学
部

附
属
病
院
に
入
職
し
て
数
年
後
、
手
術

部
勤
務
と
な
り
、
看
護
師
人
生
の
半
分

以
上
を
こ
こ
に
務
め
た
。「
手
術
室
に

関
わ
る
先
生
や
先
輩
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
、
数
え
切
れ
ま
せ
ん
」

　

命
が
け
で
手
術
を
受
け
る
患
者
、
そ

の
思
い
を
受
け
止
め
る
医
師
の
覚
悟
、

麻
酔
で
意
識
が
無
い
患
者
に
対
し
て
寄

り
添
う
先
輩
か
ら
手
術
看
護
へ
の
醍
醐

味
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

機
械
出
し
を
手
際
よ
く
行
い
、
外
回

り
看
護
師
と
協
力
す
る
事
で
、
手
術
が

１
０
０
％
う
ま
く
進
み
、
患
者
が
回
復

に
向
か
う
。「
こ
れ
で
無
事
に
家
へ
帰

れ
る
よ
」
と
い
う
喜
び
。
さ
ら
に
、
諏

訪
氏
に
対
し
、「
ス
ム
ー
ズ
に
手
術
介

助
が
で
き
た
ね
」
と
い
う
医
師
か
ら
の

「
承
認
」
の
声
は
、
励
み
と
な
り
、
向

上
心
に
繋
が
っ
た
と
言
う
。「
手
術
部

で
の
学
び
を
活
か
し
、
今
は
私
も
、
ス

タ
ッ
フ
に
『
承
認
』
の
声
を
掛
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
諏
訪
看
護
部
長
が
抱
え
る
課

題
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
高
度
急

性
期
病
院
と
し
て
患
者
の
在
院
日
数
は

短
縮
さ
れ
、
特
定
機
能
病
院
と
し
て
の

高
難
度
医
療
の
提
供
、
あ
る
い
は
加
算

要
件
取
得
の
た
め
の
指
導
や
記
録
は

長
時
間
化
し
、
看
護
師
の
仕
事
は
増
え

続
け
て
い
る
。
諏
訪
看
護
部
長
に
は
、

「
も
っ
と
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
時
間
が

ほ
し
い
」
と
い
う
看
護
師
た
ち
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を
見
渡
す
と
、

重
複
す
る
業
務
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
無
駄
を
見
つ
け
て

業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
」、さ
ら
に
こ
う
続
け
る
。「
少

子
高
齢
化
の
い
ま
、
人
材
確
保
の
た
め

に
は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

働
き
や
す
い
職
場
と
は
、
ど
ん
な
職
場

か
と
言
い
ま
す
と
、
先
ほ
ど
患
者
さ
ん

が
『
そ
の
人
ら
し
く
』
い
ら
れ
る
看
護

と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
看
護
師
も

ま
た
、『
そ
の
人
ら
し
く
』
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
や

り
が
い
や
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
、
60
歳

を
超
え
て
も
ど
う
働
く
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

看
護
職
員
と
看
護
師
を
目
指
す
方

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

か
つ
て
、
看
護
師
の
仕
事
は
「
３
ｋ
」

な
ど
と
揶
揄
さ
れ
、
過
酷
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
今
で
は
そ
う
で
は
な
い
、
と

諏
訪
看
護
部
長
は
語
る
。

　
「
私
達
看
護
師
は
、
人
と
し
て
看
護

師
と
し
て
、
患
者
さ
ん
と
ど
う
向
き
合

て
の
大
変
さ
、
や
り
く
り
の
方
法
を
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
私
も
『
お

互
い
さ
ま
』
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に

し
た
い
」

ア
イ
デ
ア
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

職
場
改
善

　

育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、
最
長
３
年

間
取
得
で
き
、
休
業
期
間
は
取
得
者
の

希
望
で
決
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
育
児

休
業
か
ら
の
復
帰
者
向
け
に
、
各
部
署

に
お
い
て
部
署
特
有
の
疾
患
・
検
査
・

治
療
に
関
す
る
学
習
資
料
が
作
成
さ

れ
、
早
期
に
職
場
適
応
し
、
安
全
に
業

務
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　

ま
た
、
10
年
前
に
、「
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
の
色
分
け
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
よ

り
看
護
師
の
時
間
外
労
働
を
大
幅
削
減

し
た
。
以
前
は
白
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

み
だ
っ
た
が
、
日
勤
は
白
色
、
夜
勤
は

う
べ
き
な
の
か
を
探
求
し
続
け
て
い
ま

す
。
看
護
師
は
、
診
療
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
患
者
さ
ん
の
全
体
を
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
は
、

よ
り
良
い
看
護
に
繋
が
り
ま
せ
ん
。
看

護
は
、１
回
限
り
、な
ん
で
す
ね
。
個
々

の
患
者
さ
ん
ご
と
に
看
護
は
変
わ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
看
護
師
の
仕
事

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
私
の
好
き
な
言
葉
は
、『
継
続
は
力

な
り
』
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
、
や
り
続
け
る
こ
と
で
実
を
結
び
成

果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
は
、
人
と
し

て
も
看
護
師
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
あ
り
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
、
必
ず
そ
こ
に
は
自
分

が
目
指
す
未
来
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、「
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い

う
人
た
ち
に
、
い
っ
し
ょ
に
働
き
ま

し
ょ
う
、
と
伝
え
た
い
」

　

諏
訪
万
恵
看
護
部
長
の
未
来
を
見

据
え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
福
井
大

学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
。
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福
井
市
の
医
療
圏
を
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

（
現
：
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
線
）
と
足

羽
川
を
境
に
し
て
四
分
割
し
て
み
る
と
、

南
東
の
部
分
に
は
大
き
な
病
院
が
存
在

し
な
か
っ
た
。
１
９
８
３
年
に
そ
の
エ

リ
ア
に
開
設
さ
れ
た
の
が
医
療
法
人
厚

生
会　

福
井
厚
生
病
院
だ
。

　

創
業
の
精
神
は
「
地
域
に
や
さ
し
い

病
院
」。
病
院
に
と
ど
ま
ら
ず
、
健
診
、

介
護
、
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
か
ら
や
さ
し
さ
を
実
現
し
よ
う
と
、

開
院
当
初
は
夜
９
時
ご
ろ
ま
で
診
察
を

行
っ
た
り
、
１
９
９
２
年
に
は
県
内
で

い
ち
早
く
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
立
ち
上
げ
、
開
院
10
年
目
に
は
「
ス

ト
レ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」（
精
神
科
）

も
開
設
し
た
。
そ
の
後
、
福
井
市
か
ら

の
依
頼
で
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
受
託
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

の
開
設
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
、

病
院
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
に
も
力
を
入
れ
、
現
在
で
は
17
の
施

設
が
あ
る
。

　

２
０
２
２
年
５
月
に
は
新
病
院
が
稼

働
。
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
、
特

徴
の
あ
る
外
観
は
、
雪
の
ぼ
ん
ぼ
り
の

や
さ
し
い
感
じ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
設
計

お
し
ゃ
れ
で
親
し
み
や
す
い

イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
た
新
病
院

守
備
範
囲
を
広
げ
て
、

地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に

“
人
”
と
“
仕
組
み
”
に
よ
り

強
み
を
発
揮
で
き
る
病
院

さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
外
観
だ
け
で
な

く
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
明

る
い
館
内
も
“
病
院
”
の
イ
メ
ー
ジ
を

大
き
く
変
え
て
い
る
。

　

病
院
の
“
や
さ
し
さ
”
を
具
現
化
し

て
い
る
わ
か
り
や
す
い
例
の
一
つ
と
し

て
、
独
自
の
巡
回
バ
ス
の
運
行
や
透
析

患
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　
「
免
許
返
納
で
病
院
へ
来
る
の
が
大

変
な
高
齢
の
透
析
患
者
も
い
ま
す
。
そ

ん
な
方
の
た
め
に
当
院
で
は
送
り
迎

え
を
し
て
い
ま
す
。
高
度
急
性
期
病
院

で
は
な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ

ま
で
配
慮
し
つ
つ
、『
や
さ
し
さ
を
出

し
て
い
き
た
い
』
と
す
る
の
が
、
病
院

全
職
員
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
車
も
人
も

準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
を
守
り
、
貢
献
し
て
き
た
と
い
う

自
負
か
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
、

２
０
２
２
年
４
月
に
就
任
し
た
服
部
昌

和
院
長
は
に
こ
や
か
に
話
す
。

　

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
対
応

で
き
る
よ
う
診
療
科
を
増
や
し
た
り
、

多
疾
患
併
存
の
高
齢
の
患
者
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
、
し
か
も
高
い
レ
ベ
ル
で
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
も
余
念
が
な
い
。

　
「
当
院
に
は
21
の
標
榜
科
目
が
あ
り

ま
す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
治
療
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績

が
あ
る
循
環
器
内
科
や
、
骨
折
し
た
高

齢
患
者
に
対
し
て
急
性
期
の
手
術
や
リ

ハ
ビ
リ
、
療
養
と
い
う
長
い
目
で
対
応

し
、
理
学
療
法
士
を
増
や
し
て
リ
ハ
ビ

リ
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
整
形
外
科
、

精
神
科
で
は
最
近
増
え
て
い
る
適
応
障

害
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
リ
ワ
ー
ク

（
就
労
支
援
）
ま
で
を
院
内
の
チ
ー
ム

が
行
っ
て
い
ま
す
。
病
院
が
リ
ワ
ー
ク

ま
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
そ
う
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
幾
つ
も

柱
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
の
は
人
で
す
。
さ
ら
に
、

２
本
、
３
本
と
治
療
や
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
柱
が
出
せ
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
る

の
が
当
院
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
」

　

21
の
科
目
と
17
の
関
連
施
設
が
あ
る

が
、「
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ら

１
＋
１
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
な
組
織

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

高
齢
の
患
者
が
増
え
て
く
る
と
、
多

疾
患
併
存
の
た
め
、
外
科
手
術
で
悪
い

と
こ
ろ
を
取
っ
た
ら
終
わ
り
と
は
い
か

な
く
な
る
。
守
備
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
、

そ
れ
ら
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
こ
の
病
院
が
目
指
す
姿
と
な

る
。
そ
の
よ
う
な
連
携
に
よ
っ
て
、
高

度
急
性
期
病
院
や
中
小
の
病
院
、
診
療

所
、
介
護
施
設
な
ど
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
「
全
て
の
受
け
皿
に
な
る
」
と

い
う
の
が
こ
の
病
院
の
ね
ら
い
で
も
あ

る
。
そ
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
の
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
時
だ
っ
た
。

　
「
ど
こ
も
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
困
っ

て
い
た
時
に
、
な
ぜ
か
当
院
が
頼
ら
れ

た
ん
で
す
よ
。
難
し
い
患
者
さ
ん
も
多

く
、
入
院
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
『
服
部
先
生
、
何
と
か
な
り
ま

せ
ん
か
』
と
頼
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
こ

ち
ら
か
ら
も
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
り
し
て
、
と
に
か
く
、
あ
の
時
は
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
い
な

が
ら
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
で
、
院
長
自
身
が

一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
職
員
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
さ
だ
っ
た
。
確
保
病
床
の

看
護
に
は
立
候
補
で
入
っ
て
も
ら
っ
た

そ
う
だ
が
、
多
く
の
人
が
手
を
挙
げ
て

く
れ
た
。

　
「
今
で
こ
そ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
っ
て
病
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態
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
頃

は
得
体
が
知
れ
な
く
て
、
ど
う
い
う
状

況
か
も
わ
か
ら
な
い
中
で
、
日
夜
交
代

で
献
身
的
に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
し
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
」

　

混
乱
す
る
中
で
も
、
病
院
と
し
て
の

決
定
事
項
を
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
る
た
め

の
仕
組
み
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、「
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
事
実
で
、

今
後
に
も
大
い
に
生
か
せ
ま
す
」
と
振

り
返
る
。

　

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
服
部
院

長
は
、
卒
業
し
て
３
年
目
に
医
師
一
人

だ
け
の
名
田
庄
診
療
所
（
福
井
県
大
飯

郡
お
お
い
町
）
に
２
年
間
赴
任
し
た
。

　
「
２
年
間
し
っ
か
り
初
期
研
修
を
受

け
ま
し
た
が
、
１
人
で
は
十
分
な
診
療

が
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
と
に
か
く

不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
地
域
の
人
た
ち
に
と
て
も
あ
た
た

か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら
い
、
あ
の
村
で

医
療
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ば
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
私
の
医
療
の
原
点
で
、

今
で
も
、
つ
ら
い
こ
と
や
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
フ
ラ
ッ
と
名
田

庄
を
訪
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
行
け

ば
当
時
の
こ
と
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
、

原
点
回
帰
で
き
ま
す
」

　

自
身
の
経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、

“
若
い
う
ち
は
そ
う
い
っ
た
経
験
を
す

る
と
い
い
”、“
総
合
診
療
は
も
っ
と
や

る
べ
き
”
な
ど
と
い
っ
た
持
論
は
、
機

会
が
あ
る
た
び
に
、
若
い
人
た
ち
に
も

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
言
う
。

　
「
大
学
で
は
、
心
臓
、
消
化
器
な
ど

と
臓
器
ご
と
の
縦
割
で
の
教
育
し
か
受

け
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
際
は
複
数
の
疾

患
を
持
っ
た
高
齢
の
患
者
が
多
く
、
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
が
き
っ
ち
り
で
き
た

上
で
、
そ
の
専
門
が
あ
る
と
い
う
形
が

大
切
な
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
大
学
で

教
え
る
の
が
難
し
い
の
で
、
当
院
く
ら

い
の
規
模
の
病
院
が
そ
れ
を
伝
え
て
い

け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

医
師
の
高
齢
化
と
い
う
問
題
も
顕
著

化
し
つ
つ
あ
る
。
き
つ
い
外
科
や
産
科
、

小
児
科
な
ど
は
若
い
人
か
ら
は
選
ば
れ

に
く
く
、
高
齢
の
医
者
が
増
え
て
き
て

い
る
。

　
「
若
い
人
た
ち
に
魅
力
的
だ
と
思
っ

て
も
ら
い
、
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
ら
な
け
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れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

大
学
を
卒
業
し
て
以
来
、
ず
っ
と
が

ん
に
向
き
合
い
続
け
て
い
る
服
部
院

長
。
２
０
１
６
年
の
「
が
ん
登
録
等
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
前
、
福

井
県
は
が
ん
登
録
精
度
で
30
年
間
日
本

一
を
続
け
て
き
た
。
院
長
は
大
学
卒
業

と
同
時
に
関
わ
り
、
そ
の
30
年
を
見
続

け
、
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
も
し
て
い
る
。

　

ま
た
福
井
県
立
病
院
に
在
籍
中
、

２
０
１
０
年
か
ら
は
平
能
康
充
医
師（
現

在
は
埼
玉
医
科
大
学
教
授
）
と
二
人
で
、

発
表
さ
れ
て
間
も
な
か
っ
た
単
孔
式
腹

腔
鏡
手
術
を
大
腸
が
ん
患
者
に
先
進
的

に
行
い
、
６
年
間
で
約
９
０
０
症
例
と

い
う
、
当
時
日
本
ト
ッ
プ
の
症
例
数
を

施
行
。
難
度
の
高
い
手
術
を
安
全
に

行
っ
て
い
る
点
が
国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
が
ん
に
関
し
て
院
長
が
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
が
「
が
ん

教
育
」
だ
。
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に

正
し
い
知
識
を
教
育
す
べ
き
と
、
文
部

科
学
省
が
推
進
す
る
も
の
で
、
福
井
県

で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
て
い
る
。

院
長
は
、
直
接
学
校
に
赴
き
、
ご
自
身

が
話
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ

れ
が
実
現
で
き
た
の
は
４
校
だ
け
。
手

応
え
は
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、「
そ
の
次

が
続
い
て
い
か
な
い
」
と
残
念
が
る
。

そ
れ
で
も
、
が
ん
教
育
は
絶
対
に
す
べ

き
だ
と
い
う
強
い
信
念
が
あ
り
、「
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
機

会
を
探
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

服
部
院
長
が
診
察
す
る
際
、
注
力
し

て
い
る
こ
と
は
“
想
像
力
を
働
か
せ
る

こ
と
”
だ
と
言
う
。
服
装
や
喋
り
方
、

診
察
室
に
入
っ
て
く
る
ス
ピ
ー
ド
、
付

き
添
い
の
有
無
な
ど
、
観
察
で
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
想
像
力
を
働
か
せ
る
。

　
「
そ
う
す
る
と
、
こ
の
人
は
帰
し
ち
ゃ

い
け
な
い
と
か
、
こ
の
検
査
ま
で
や
っ

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、
あ
と

で
後
悔
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の

が
わ
か
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
ず
っ
と
自
分
の
中
で
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
わ
か
る
ん
で
す
よ
」

　

職
員
た
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ

を
実
感
し
て
い
る
院
長
は
、
そ
の
見
え

る
化
を
考
え
、
６
月
か
ら
急
性
期
病
床

74
床
を
出
来
高
請
求
か
ら
包
括
評
価
制

度
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
こ
の
病
院
が
全
国
の
中
で
ど
の

く
ら
い
の
位
置
な
の
か
が
わ
か
る
よ
う

に
な
る
そ
う
だ
。

　
「
自
分
た
ち
が
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
の

高
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
を
職
員

の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
は
、“
ど
れ
だ
け
幸
せ
と

思
え
る
か
”
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
、
世
の
中
は
変
わ
っ
て
い
く
。

多
疾
患
併
存
の
高
齢
者
の
場
合
、
若
い

人
と
同
じ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
決
め
ら
れ

た
手
術
を
す
る
と
、
か
え
っ
て
寿
命
を

縮
め
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
今
ま

で
い
い
と
思
っ
て
き
た
こ
と
が
害
だ
っ

た
と
言
う
話
も
出
て
く
る
状
況
だ
。
病

気
は
完
全
に
治
せ
な
く
て
も
、“
で
き

る
だ
け
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
よ
う
に

す
る
”
な
ど
、
治
療
に
対
す
る
考
え
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
言
う
。

　
「
こ
の
人
の
場
合
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（w
ell-being

）
は
何
か
と
い
う

こ
と
を
、
一
つ
一
つ
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、『
あ

の
病
院
は
手
術
す
る
だ
け
』
で
は
な
く
、

手
術
す
る
し
な
い
も
含
め
て
、『
次
の

段
階
へ
コ
ネ
ク
ト
し
て
く
れ
る
』
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
あ
り
よ
う
な
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
の
ニ
ー

ズ
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
は
１
０
０
点
満
点
の
医
療
で
は

な
く
て
も
、
後
で
『
こ
れ
で
良
か
っ
た
』

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
医
療
を
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
」

　

夜
の
帳
が
下
り
る
こ
ろ
、
暗
が
り
の

中
に
浮
か
び
上
が
る
、
明
か
り
が
灯
っ

た
新
病
院
は
、
ま
さ
し
く
ぼ
ん
ぼ
り
を

想
起
さ
せ
る
。
風
雪
が
強
い
日
で
も
、

中
に
入
れ
ば
ホ
ッ
と
で
き
る
─
─
。
地

域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
病
気
で
困
っ

た
と
き
は
、
あ
そ
こ
に
行
け
ば
き
っ
と

守
っ
て
も
ら
え
る
と
思
わ
れ
る
、
そ
ん

な
ぼ
ん
ぼ
り
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
病
院
一
丸
に
な
っ
て
の

切
磋
琢
磨
の
日
々
は
続
く
。

人
を
診
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
く
れ
た
名
田
庄
で
の
経
験

が
ん
に
関
す
る
２
つ
の
日
本
一

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た

人
を
思
い
、
想
像
し
な
が
ら

診
察
す
る
こ
と
が
信
条

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

追
求
し
て
い
く








